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　公益財団法人清川秋夫育英奨学財団は、株式会社タイヨーの創業者 故清川秋夫氏の「農業、畜産業、水産業、林業の後継者育成に貢献したい。」という遺志を実現するために、平成16年1月に設立されました。
　第一次産業に貢献する志のある学生に対し、学資の給付を行い、第一次産業の振興を通じて鹿児島県に貢献し得る有用な人材の育成に寄与すること、また、鹿児島県内の大学のうち鹿児島県の第一次産業に関連する研究を行う研究室において、研究が継続的かつ深く行われ鹿児島県の第一次産業の継続的な発展に寄与することを目的としています。




















公益財団法人清川秋夫育英奨学財団
令和3年度　奨学生募集要項

1.応募資格
次に該当する者で、経済的理由により修学困難な学生及び生徒を対象として奨学
生の募集を行います。学部学科に関係なく、多方面から第一次産業に貢献できる
人材を募集いたします。

（1）大学生（大学院生・短大生も含みます）
①鹿児島県の高等学校を卒業し、県外の大学に在学する者のうち、第一次産業に貢献する志を持つ学生
②鹿児島県内の大学に在学する者のうち、第一次産業に貢献する志を持つ学生

（2）高校生
①鹿児島県内の高等学校に在学し、第一次産業に貢献する志を持つ生徒
　　
2.奨学生採用予定数
大学生60名及び高校生20名を採用します。

3.奨学金給付対象期間及び奨学金給付額
　　令和3年度分として、給付額は大学生15万円、高校生10万円を一括給付します。(返済義務はありません)

4.応募方法
　　当財団ＨＰ上にある応募書類をプリントアウトし、必要箇所にご記入の上、添付書類を揃えて、学校経由又は各自で当財団事務局まで郵送して下さい。

　　◎ホームページURL　http://www. kiyokawaakiozaidan.jp

【送付先】
　　　　　　〒891-0105
　　　　　　鹿児島市中山町5268-6　
メゾネット中山Ⅱ102号
　　　　　　公益財団法人　清川秋夫育英奨学財団　事務局


※お送りいただいた書類は、当財団の事業を遂行する目的以外には一切使用いたしません。また、応募書類・添付書類は返却いたしません。

5.応募書類　

(1) 大学生
①奨学生願書(大学生用)
②自己ＰＲ文(大学生用)
③推薦書（学長又は学部長の推薦書）
（2）高校生
①奨学生願書(生徒用)
②自己ＰＲ文(生徒用)
③推薦書（学校長の推薦書）

6.応募期間

令和3年5月1日から令和3年7月5日まで（必着）

7.奨学生の選考と決定
　　書類選考（一次審査）及び面談（二次審査）を実施し、当財団選考委員会で最終決定いたします。
●選考会（面談）　
〈日程〉8月7日(土)
　　　 　　※台風等で変更する場合がございます。
※帰省その他の事情により上記日程での参加が難しい場合は、相談に応じます。
〈会場〉未定（鹿児島中央駅近辺にて行う予定です。）

※選考に採用された方の自己ＰＲ文につきましては、新聞・ＷＥＢその他に掲載させていただくことがございます。

8.採否通知
　　採否通知書は書類選考実施後及び面談実施後それぞれ概ね2週間後に、学校長、学長又は学部長及びご本人宛に通知します。

9.採用決定後の手続き
　   採用決定通知書を受領した奨学生は、採用決定通知書とともに交付される次の書類を当財団宛てに郵送により提出してください。
　　(1) 誓約書
(2) 振込先届出書
(3) 通帳写し（銀行名、支店名、種別、口座番号、本人名義がわかる部分）
　 ※お送り頂いた書類は、本奨学金給付以外の目的には一切使用いたしません。
　　　
10.奨学金給付
　　 上記9の書類が当財団に到着後、概ね1か月以内にご指定の本人口座に、大学生15万円、高校生10万円を一括給付します。

11.奨学生の義務
奨学生は、次に定める義務を履行する必要があります。
(1) 健康に留意し学業に励むとともに、当財団の奨学規程を守り、奨学生としての責務を果たすこと
(2) 学業成績表及び生活状況報告書を当財団宛提出すること(提出期間は指定します)
　　 (3) 当財団主催の行事が開催される場合には、可能な限り出席すること
　   (4) 奨学生および身元保証人の住所、氏名、電話番号の変更等、当財団に提出した書類内容に変更が生じた場合は、直ちにその旨を当財団宛てに届け出ること


12.奨学金の返済義務
　　 次に該当する場合は、その旨を当財団宛てに届け出てください。
　 　(1)入学辞退、休学、転学又は退学したとき
(2)停学その他の処分を受けたとき
　 　(3)上記に類することが生じたとき
　　 以上に該当する場合、奨学金を返済して頂くことがありますので、ご留意ください。

13.他奨学制度との併給等
　　 本奨学制度と他の奨学制度との併給は支障ありません。ただし、当財団から給付実績のある方の応募はできません。


